
ショージ 田口店様（広島県）グランプリ

来店者に響く「健康」をテーマに
オリジナルPOPでアピール！

 CASE METHOD

　西條商事㈱は「地域愛着」を理念に、広島県内に食品

スーパーマーケット「ショージ」や業務食品スーパーなど

21店舗を展開。田口店は「広い売場に大量陳列をするよ

うな店舗ではなく、オープンから30年近く経つ歴史のな

かで育んだ古くからのお客さまやコンビニ代わりに利用

する学生さんなどに利用いただいている店です」と執行

役員店舗運営部部長の下河内秋夫氏は話す。

　ニッスイのコンテスト企画に参加するメリットは、売場活

性化や定番商品の底上げにつながることにある。執行役

員商品部部長の城本氏は「比較的小規模な店舗が多い

当社では、販促効果の

高い企画として位置づ

けており、毎回確実に売

上につながっています」

と語る。

　また、コンテストでは

商品とPOPの展開だ

けでなく、コトPOPや演

出物をオリジナルで作

成し、定番棚ではできな

いアプローチによって、

商品をアピールできる

点が大きなメリットに

なっている。

　効果を実感できるコ

ンテストには、今後も積

極的に参加を続けてい

く考えである。

　今春、実施されたニッスイ「第15回おさかなソーセー

ジ陳列コンテスト」において、グランプリを受賞したのは、

西條商事㈱（広島県東広島市、蔵田亮代表取締役社長）

のショージ田口店である。フロア担当の東野公彦氏は「グ

ランプリ受賞と聞いて、驚きました。高い評価をいただき、

ありがとうございます」と話す。

　売場づくりが好きと語る東野氏。商品が見やすく、手に

取りやすく、なによりも購買意欲を高めるためのアプロー

チをどうするかと、毎回悩みながら取り組んでいる。

　今回の売場は、ボリューム感があり、目立つ陳列にする

ため、高さを出している。

さらに、オリジナのコト

POPを作成。「お客さま

の気持ちに響くテーマ

が『健康』と考えて、商品

特徴でもある健康と栄

養素に絞り込んだアプ

ローチを実施ました」と

東野氏。

　和日配バイヤーの中

井敬一郎氏は「田口店は

前年対比182％という

結果を出し、参加店全

体でも対象商品の売上

をアップできました」と

コンテスト参加の効果を

語ってくれた。

コトPOPや陳列技術で注目度をアップ 売場活性化や定番商品の底上げに効果

「カルシウムたっぷり」や「EPA ＋ DHA配合」など、オリジナルのPOPとコトPOPによる訴求効果が
高い売場。さらに、高さを出すことで視認性がアップしていることもポイント。
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